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七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

ー
ー
と
〈
に
下
請
制
廃
止
の
要
求
を
め
ぐ
っ
て
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雄

十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
に
お
い
て
建
築
工
が
占
め
る
重
要
な
位
置
に
つ
い
て
は
、
数
少
い
こ
の
方
面
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
も

か
な
り
強
調
さ
れ
て
い
る
様
で
ゐ
る
。
た
と
え
ば
ア
ン
リ
・
セ

l
は
、
七
月
革
命
後
の
労
働
運
動
の
主
導
性
が
近
代
的
工
場
労
働
者
に
で
は
な

く
、
主
と
し
て
、
産
業
革
命
の
直
接
的
影
響
が
最
も
少
い
小
工
業
の
労
働
者
ハ
職
人
）
に
あ
っ
た
事
を
し
ば
し
ば
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
建

築
工
を
筆
頭
に
、
靴
工
、
帽
子
工
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
運
動
の
主
体
に
つ
い
て
の
こ
の
様
な
見
解
は
、
最
近
の
研
究
J
・
モ
ン
ト
ル
l
ユ
や

A
・
L
－
ダ
ナ
ム
の
著
書
に
お
い
て
も
と
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
英
国
の
経
済
史
家
ク
ラ
ッ
パ
ム
は
、
つ
と
に
、
一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
都
市

労
働
者
が
、
ま
だ
概
し
て
工
場
労
働
者
で
は
な
か
っ
た
事
を
力
説
す
る
と
共
に
、
賃
労
働
者
と
し
て
の
建
築
工
の
存
在
に
特
に
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
。

乙
の
職
人
層
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
l
ヴ
と
い
う
点
は
、
フ
ラ
ン
ス
初
期
労
働
運
動
の
基
本
線
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
こ
の
事

が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
構
造
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
七
月
革
命
以
後
、
産
業
革
命
の
加
速
度
的
進

行
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
次
第
に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
工
場
労
働
者
や
炭
坑
労
働
者
の
動
き
が
、
部
分
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
事
は
決
し
て

見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
機
械
工
業
の
発
展
は
、
主
と
し
て
繊
維
工
業
（
と
く
に
綿
工
業
）
を
中
心
と
し
て
進

み
、
そ
の
他
の
諸
部
門
に
お
い
て
は
ま
だ
小
規
模
経
営
の
優
勢
が
つ
よ
く
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
人
口
が
全

七
月
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お
け
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バ
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体
の

1

－g以
下
に
す
ぎ
な
か
っ
た
事
、
農
村
に
お
け
る
小
土
地
所
有
農
民
の
広
汎
な
寄
在
が
、
こ
こ
で
想
起
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
十
九
世
紀
前
半
の
労
働
運
動
の
研
究
は
、
後
世
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ム
の
そ
れ
に
比
し
て
著
し
く
立
遅
れ
、

「
数
多
く
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
欠
如
」
（
モ
ン
ト
ル
l
ユ
）
の
た
め
、
全
体
的
視
野
に
た
っ
て
更
に
研
究
を
押
進
め
る
事
は
、
甚
だ
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
る
現
状
で

ゐ
る
。
こ
こ
で
は
ご
く
視
野
を
か
ぎ
っ
て
、
職
人
層
の
中
で
も
と
く
に
注
目
さ
れ
る
パ
リ
の
建
築
工
の
運
動
を
検
討
し
、
彼
等
を
活
躍
せ
し
め

た
諸
条
件
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
建
築
工
に
特
徴
的
な
下
請
制
に
対
す
る
抵
抗
に
焦
点
を
置
き
た
い
と
思
う
。
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食
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製
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古
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職
種
が
、
工
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働
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し
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。
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R
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S
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H∞
品
に
よ
る
と
、

一
八
四
八
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
は
「
幼
年
期
」
で
あ
り
、

運
動
の
指
導
者
は
印
刷
工
、
大
工
の
聞
に
み
ら
れ
、
紡
蹟
工
、
織
布

t
、
坑
夫
の
聞
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
主
た
る
原
因
は
フ
ラ

シ
ス
に
お
け
る
工
業
化
H
近
代
化
の
緩
慢
性
に
あ
る
と
さ
れ
て
い

る。】・国・

2
白℃町田
B
W
同
no口
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豆
町
ロ
ロ
m4巾】
8
5
m
E
C同匂
E
ロ円四

国
ロ
品
。
巾
円
吉
田
ロ
ア

N
a－
S
N国
wM】・
4
0
・
2
y
a
l由
w
M
a
t
a－

態
に
つ
い
て
、
若
干
考
察
し
て
み
た
い
。

こ
の
節
で
は
ま
ず
本
論
に
先
立
っ
て
、
当
時
の
パ
リ
工
業
統
計
を
通
じ
て
パ
リ
に
お
け
る
建
築
工
の
比
重
、
及
び
そ
の
賃
労
働
の
特
殊
な
形

一
八
五
一
年
に
パ
リ
の
商
業
会
議
所
が
公
刊
し
た
パ
リ
工
業
統
計
に
よ
れ
ば
、
四
七
年
の
労
働
者
総
数
｜
｜
商
店
の
使
用
人
を
含
む

l
ー
は

三
四
二
、
五
三

O
名
、
そ
の
中
児
童
ニ
四
、

部
門
の
平
均
賃
金
を
附
す
）
。

七
三

O
名
を
除
く
男
女
労
働
者
を
十
三
の
部
門
に
わ
け
る
と
、
次
表
の
様
に
な
る
（
な
お
こ
れ
に
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属・機

印

貴金属・宝石細工

馬車製

名
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絵
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減
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門音F

被

建

刷・製

。
ノ、

繊

家

金

1. 27, 

1.68 

1.48 

1.14 

1.56 

こ
の
表
か
ら
気
付
く
こ
と
は
、

ω労
働
者
数
の
最
も
多

い
の
は
被
服
部
門
で
、
建
築
、
パ
リ
品
（
主
に
モ
ロ
ッ
コ

革
、
櫛
、
扇
子
、
傘
類
、
玩
具
等
の
賢
沢
品
を
指
す
）
、
繊

維
の
諸
部
門
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
が
、
男
子
の
み
み
る

と
建
築
、
被
服
、
家
具
、
金
属
・
機
械
、
パ
リ
品
、
繊
維

の
順
に
な
り
、
建
築
工
の
数
四
万
は
成
人
男
子
労
働
者
全

体
の
約

1
一5
に
当
る
。
∞
女
子
労
働
者
に
つ
い
て
は
被

服
、
繊
維
、
パ
リ
品
の
順
に
な
る
が
、
男
女
の
割
合
を
み

る
と
繊
維
部
門
に
お
い
て
一
対
一
一
、
被
服
部
門
で
は
一
対

一
・
入
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
産
業
革
命
を
経
験
し
つ
つ

計

あ
っ
た
繊
維
部
門
が
、
パ
リ
に
お
い
て
も
最
も
多
く
婦
人

労
働
に
よ
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

ωな
お
賃
金
に
つ
い

3.50 1,400, 

造

3.71 

3.44 

3.87 

2,700, 

600 

200: 

て
い
え
ば
、
こ
こ
に
一
不
さ
れ
た
も
の
は
部
門
の
平
均
賃
金

〈
日
給
｜
｜
た
だ
し
労
働
者
の
約
半
数
は
出
来
高
給
か
ら

の
換
算
で
あ
る
〉
で
あ
り
、
更
に
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て

的
女
子
の
賃
金
は
男
子
の
そ
れ
の

1
一2
以
下
で

品

器

然

草

料

学・陶

食

化

桶

皮

あ
る
事
、
肺
印
刷
・
製
紙
、
貴
金
属
・
宝
石
細
工
の
ニ
部
門
が
特
に
良
好
で
、
繊
維
、
被
服
部
門
の
低
賃
金
が
目
立
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
事
は
、
当
時
の
パ
リ
の
労
働
者
が
若
干
の
例
外
を
除
き
大
部
分
近
代
化
の
困
難
な
、
手
工
業
的
技
術
を
維
持
す
る
小
工

業
の
労
働
者
で
あ
っ
た
事
、

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
メ

p
建
築
工
の
運
動

い
い
か
え
る
と
、
永
い
都
市
手
工
業
の
伝
統
を
も
っ
た
熟
練
労
働
者
即
ち
職
人
層
の
比
重
が
極
め
て
大
き
か
っ
た

。
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。

と
い
う
事
で
あ
る
。
勿
論
の
ち
に
も
ふ
れ
る
様
に
、
新
し
い
工
場
労
働
者
の
姿
は
す
で
に
現
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
相
対
的
に
そ
の
寄
在
は

小
さ
く
、
少
く
と
も
ま
だ
ひ
と
つ
の
社
会
的
勢
力
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
パ
リ
に
お
い
て
主
に
職
人
層
の
活
躍
が
み
ら

れ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
事
法
更
に
当
時
の
パ
リ
工
業
の
経
営
規
模
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
前
述
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
四
七
年
の
パ
リ
に

ア
シ
子
炉
プ
ル
’

m
v
w

は
六
四
、
八
一
六
名
の
経
営
主

1
1商
店
主
を
含
む
！

l
が
在
し
た
。
そ
の
中
、

ω雇
用
労
働
者
一

O
名
以
上
を
も
っ
者
は
七
、

一
一
七

名
（
一

O
%〉、

ω
一

ot二
名
の
労
働
者
生
雇
一
う
者
二
五
、

五
八
三
名
（
五

O
%）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
グ
ル
l
フ
に
属
す
る
労
働
者
数
及
び
生
産
額
、
ま
た
部
門
別
の
経
営
規
模
に
つ
い
て
は

一
一
六
名
（
四

O
%）、

ω労
働
者
一
名
を
雇
う
か
或
い
は
単
独
の
経
営
者
三
二
、

何
ら
デ
ー
タ
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
大
体
に
お
い
て
小
規
模
経
営
の
数
量
的
優
勢
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
生
産
総
額
に
お
け
る

小
経
営
の
相
対
的
重
要
性
は
、
次
第
に
減
少
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
部
門
別
生
産
額
を
み
る
と
、
被
服
、
食
料
品
、
建
築
、
家
具
、

貴
金
属
・
宝
石
細
工
、
パ
リ
品
、
繊
維
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
パ
リ
で
は
、
リ
ー
ル
や
ミ
ュ

l
ル
l
ズ
等
と
異
り
手
工
業
的
熟
練
労

働
に
よ
る
費
沢
品
生
産
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

更
に
商
業
会
議
所
は
パ
リ
の
労
働
者
を
次
の
四
つ
の
ク
ル
i
ブ
に
分
類
し
て
い
る
。

付
建
築
仕
事
場
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F
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建
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工
。

ロ
工
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5
E
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ま
た
ば
マ
ニ
品
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ァ
ク
チ
ュ

l
ル
の
労
働
者
・
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紡
績
工
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染
色
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捺
染
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壁
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造
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、
機
械
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汽
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（三）

小
仕
事
場
の
労
働
者
・
・
・
・
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宝
石
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工
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門
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。

（剛

針
仕
事
を
な
す
宮
で
巴
拘
己
目
。
）
者
・
・
・
仕
立
工
、
靴
工
等
被
服
部
門
の
労
働
者
（
多
く
は
家
内
労
働
）
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
各
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
詳
し
く
み
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
当
面
の
対
象
た
る
建
築
工
に
の
み
限
る
事
と
す
る
。
シ
ャ
ン
テ



ィ
エ
と
は
主
に
建
築
の
工
事
場
を
指
す
が
、
業
者
の
自
宅
に
あ
る
仕
事
場
を
も
含
め
ら
れ
る
。
建
築
工
に
属
す
る
職
種
で
あ
げ
る
と
大
体
次
の

様
に
な
る
。
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〈

g
m
t
s
、
鋸
挽

（由巳
og吋
宏
一
戸
Oロ
閃
〉
、
ぺ
ン
キ
工
〈
宮
山
口

Z
司
ゆ
ロ
ユ
、
屋
根
工
（

g
Z
2
0
g与
、
鉛
管
工
（
主
。
E
E
2）
、
ガ
ラ
ス
工
（
己
同
三
2
）、

指
物
エ
ハ
5
0ロ
己
目
印
目
。
る
等
。
以
下
建
築
工
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
点
を
H
・
セ
イ
に
よ
っ
て
要
約
す
る
と
、
第
一
に
、
彼
等
の
中
に
は
移
動

人
口
に
属
す
る
者
が
少
く
な
か
っ
た
。
即
ち
、

た
と
え
ば
ク
ル
ー
ズ
（
の
同
10
己目。）、

コ
レ

l
ズ
（
【
U
O『
『
h
v
N
O
〉、

オ
ー
ト
・
ヴ
イ
エ
ン
ヌ

ハ国
2
z
l〈
目
。
ロ
ロ
ぬ
〉
の
諸
県
か
ら
左
官
、

カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
（
わ
巳
〈
出
向
】
Oω

〉、

マ
ン
シ
ュ
〈
富
山
口

n
Z）
の
諸
県
か
ら
石
工
と
い
っ
た
様
に
、

地
方
か
ら
夏
の
始
め
に
パ
リ
に
出
て
来
て
間
借
生
活
を
送
り
、
冬
或
い
は
一
二
年
後
に
家
族
の
い
る
故
郷
に
帰
る
、
専
門
の
出
稼
職
人
が
或
る

ぜ
ヤ
シ

部
分
を
構
成
し
て
い
た
。
彼
等
は
で
き
る
だ
け
倹
約
貯
蓄
し
て
帰
り
、
僅
か
な
土
地
を
買
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
移
動
人
口
（
約

八
千
人
〉
の
7
一8
が
建
築
工
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
出
稼
職
人
の
数
は
七
千
人
程
と
思
わ
れ
る
。
建
築
工
全
体
か
ら
み
れ
ば
約

1
Y

を
占
ゆ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
出
稼
職
人
の
穿
在
は
殆
ん
ど
建
築
工
特
有
の
現
象
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
等
と
土
地
と
の
関

聯
が
想
定
さ
れ
る
事
は
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
注
目
さ
れ
る
事
は
、

乙
の
出
稼
職
人
の
存
在
か
ら
建
築
工
特
有
の
雇
用
形
式
。
。

B
o
a
o

。．05σEMnymwmm）

が
生
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
即
ち
彼
等
は
朝
ご
定
の
地
点
に
最
も
し
ば
し
ば
一
戸
外
に
」

（回己円

色
。
回
℃
O宮
Z
門
広
件
、
吋
自
宮
、
師
、
－
OHM－
5
8
5
6ロ
件
。
ロ
同
M
Z
E
巳
司
）
集
り
、

そ
こ
に
来
る
雇
主
H
業
者
と
雇
用
関
係
に
入
る
の
が
常
で
あ

ハ
z
z
m
n
m
門凶作一の
Z
4
0〉
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
は
オ

ヱ
ス
プ
叫
・
u
・コ
E
L
F

ラ
l
ス
・
セ
イ
に
よ
る
と
、
建
築
工
を
そ
の
地
点
に
大
多
数
集
合
せ
し
め
る
結
果
、
彼
等
の
団
体
意
識
の
維
持
発
展
に
役
立
ち
、
ま
た
大
工

っ
た
。
か
か
る
場
所
と
し
て
市
庁
前
の
広
場
で
ゐ
る
『
グ
レ

l
ヴ
の
広
場
』

や
石
工
そ
の
他
の
聞
に
職
人
組
合
ハ
わ
o
g
u
m－
m一口
Oロロ
mmo）
が
維
持
さ
れ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に

「
ス
ト
を
始
め

る」

（回
0
5
2可
0
0ロ
m
5
4
0〉
と
い
う
表
現
が
、
建
築
工
の
こ
の
『
グ
レ

l
ヴ
の
広
場
』
に
お
け
る
行
動
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

事
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
日
韓
一
築
工
の
運
動

一O
三



七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
P
建
築
工
の
運
動

一O
四

ア
ン
ポ
シ
ャ

l
u
a
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
た
と
え
ば
ζ

の
場
合
当
然
仲
介
者
の
容
在
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
仲
介
者
が
誰
で

あ
っ
た
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
市
当
局
の
設
け
る
職
業
紹
介
所
ハ

σロ
B
E
M
色。同
M
E
S
S何回
C
が
仲
介
に
当
っ
た
事
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、

後
に
ふ
れ
る
様
に
、
職
人
組
合
は
そ
の
成
員
に
対
す
る
職
場
紹
介
を
ひ
と
つ
の
重
要
な
任
務
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
少
か
ら
ぬ
役
割
を
果
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
セ
イ
の
い
う
団
体
意
識
の
維
持
発
展
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
建
築
工
の
大
工
事
へ
の
集
中
を
考
慮

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
こ
で
職
人
組
合
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
様
で
あ
…
管
職
人
組
合
の
存
在
が
明
確
に
な
っ
て
来
た
の
は
十
五
・
六
世
紀

頃
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
丁
度
こ
の
時
期
は
絶
対
王
制
の
下
に
都
市
手
工
業
の
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
組
織
が
再
編
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、

王
権
の
保
護
を
え
て
手
工
業
者
・
商
人
層
は
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
を
支
配
独
占
し
、
そ
れ
と
共
に
京

l
d
w
f心
の
聞
の
溝
が
深
ま
り
、
後

者
の
賃
労
働
者
化
が
進
ん
で
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
職
人
組
合
は
親
方
の
独
占
団
体
と
佑
し
た
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
に
対
抗
す
る
と
い
う
性
格
を

或
程
度
有
し
、
職
人
層
の
み
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
利
益
を
守
る
た
め
の
組
織
と
し
て
現
わ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
独
身
の
コ
ン
パ
ニ
冨
ン

ヲ
’
舟
・
〆
・
・
7
－
一
シ
ス

が
腕
を
み
が
く
た
め
に
行
う
ヲ
ラ
ン
ス
巡
歴
’

T
l丁
度
こ
の
頃
普
及
し
た

I
lの
慣
習
と
結
び
つ
い
て
組
織
さ
れ
た
。
即
ち
共
同
金
庫
制

ハ
vog吋由。

8
自
自
信
号
〉
に
基
き
、
巡
歴
職
人
（

2
3問
。
吋
回
O
E
m号、

g
B宮
何
回
O回
吉
田
曲
E
5
に
対
す
る
各
都
市
で
の
宿
泊
所

ハ
g
Z
G
o
v
の
提
供
、
職
場
紹
介
（
O
B
g
z
n
v
m官、

MMEnogo己
〉
、
病
気
の
際
の
援
助
等
、

そ
の
他
組
合
員
聞
の
相
互
扶
助
を
主
要

な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
や
が
て
、
職
人
層
が
親
方
に
対
し
て
賃
労
働
者
と
し
て
の
利
害
を
守
る
場
合
の
有
力
な
抵
抗

団
体
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
十
七
・
八
世
紀
の
ス
ト
の
背
後
に
は
、
し
ば
し
ば
職
人
組
合
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
事
は
ζ

の
古

い
手
工
業
的
熟
練
労
働
者
の
組
織
が
、
ギ
ル
ド
を
廃
止
し
団
結
禁
止
法
を
制
定
し
た
大
革
命
の
後
も
、
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
一
種
の
秘
密
結

社
と
し
て
存
在
し
大
き
な
力
を
持
ち
続
け
た
事
で
、
と
く
に
第
一
帝
政
・
王
政
復
古
期
は
そ
の
全
盛
期
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
そ
れ
は
労
働
者
の
組
織
と
し
て
は
前
近
代
的
限
界
を
も
ち
、
熟
練
労
働
者
の
み
の
組
合
で
あ
り
、
ま
た
排
他
的
な
狭
い
団
体
意
識
、
職
業



的
特
権
意
識
、
或
い
は
組
合
相
互
間
の
対
立
等
に
表
わ
さ
れ
る
ギ
ル
ド
的
性
格
を
、
最
後
ま
で
拭
い
去
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
未

組
織
労
働
者
が
多
か
っ
た
十
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
前
例
と
し
て
職
人
組
合
が
初
期
の
労
働
組
合
運
動
に
お
い
て
果
し
た
役
割
は
、

よ
か
れ
あ
し
か
れ
過
小
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
七
月
王
朝
期
に
入
る
と
職
人
組
合
は
次
第
に
表
亡
の
途
を
た
ど

た
産
業
革
命
で
あ
る
。
大
規
模
な
機
械
制
生
産
の
発
展
は
、

り
、
特
に
四

O
年
以
後
そ
の
兆
候
が
自
に
み
え
て
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
時
期
に
加
速
度
的
に
進
ん
で
来

一
方
で
は
新
し
い
工
場
労
働
者
を
生
み
出
す
と
共
に
、
他
方
で
は
職
人
層
の
熟
練

労
働
を
駆
逐
し
職
人
組
合
の
よ
っ
て
た
つ
基
盤
を
次
第
に
堀
崩
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
期
の
産
業
革
命
は
主
に
繊
維
工
業
を
中
心
に

進
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
建
築
業
の
如
き
近
代
化
の
困
難
な
部
門
で
は
未
だ
な
お
職
人
組
合
が
強
力
に
維
持
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
建
築

方
法
を
変
革
せ
し
め
た
鉄
材
・
セ
メ
ン
ト
の
使
用
、
鉄
骨
の
出
現
｜
｜
鉄
工
業
の
発
展
を
前
提
と
す
る
｜
｜
、
材
料
の
工
場
生
産
化
等
は
六

0

年
代
以
降
の
事
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
建
築
生
産
は
殆
ん
ど
昔
な
が
ら
の
手
労
働
に
基
き
、
大
多
数
の
労
働
者
の
協
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

（

1
）
 

ま
た
職
人
組
合
に
決
定
的
打
撃
を
与
え
た
の
は
鉄
道
の
出
現
で
あ
る
が
、
そ
の
十
分
な
普
及
は
第
二
帝
政
を
倹
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω同国民即時日《同信巾広巾】よロ
agMc－－a叩
mw

司白吋白血『恥帥
JZH
仲田口同色冊目、市出
l

a
z
m
S
同色仲間匂白司】白円一一田
B
V諸
島
四

g
g富市円
n自己同阿川白円山田
M
M
G
J
Z
H

－四曲目ロロ
m

山市師同国品
4
m同
H∞品田
w

岡田町同・

こ
の
統
計
は
バ
リ
商
秦
会
議
所
が
四
人
l
E
一
年
間
に
経
蛍
主
の
報

告
に
基
い
て
調
査
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
開
－

F
2
8路
ロ
ア

呂
田

EHm
色
g
n戸田曲目印曲
2
3
5
2
E
骨

5
E
E丘
四

S
F
S
n白

骨

ロ

g
v
H∞
S
N
m
E：
？
？
巴
2
・
M
M

－UN∞
・
に
み
え
る
表
に
よ

っ
た
。
な
お
こ
の
統
計
に
つ
い
て
は
国
O
B
B
ω
a－開白
a
E仲間
EH

－J
E
E
R
Z附
E
同問帥同

MMES仲
間
四
個
富
田
恥
g
H
E
4
2
H
E∞・

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
リ
建
築
工
の
運
動

（】
O
H
M

円
宮
田
－
骨
師
開
円
】
由
。
富
山
田
神
2
・
居
間
回
二
－
一
切

E
H巾
】
宮
帥
）
が
参

考
に
な
る
。
セ
イ
は
当
時
バ
ロ
商
業
会
議
所
の
所
長
と
L
て
調
査
の
指

導
に
当
っ
た
人
で
や
め
る
。

（

2
）
F
m
－S
四
国
同
区
ア
同
σぃ
a
・・
M
M

－N
ロ
・
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
は
、
経
営
主
の
中
に
数
人
の
労
働
者
の
麗
主
で
あ
る
が
同
時
に
一
雇

用
人
で
あ
る
中
間
層
（
曲

0
5
1
2可
8
5ロ
自
ア

g
曲
目
可
守
口
信
託
富
・

0
固
有
山
市
吋
切
丘
四
ロ
芯
）
が
含
ま
れ
る
事
、
と
く
に
朗
の
グ
ル
ー
プ
に
は

原
料
の
前
貸
を
受
け
て
働
く
家
内
労
働
者

Fog－高山

R
S
n
s
a
s
s－

2
・E
R
Z同
窓
口
）
が
少
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
資
本

一O
五



七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

家
（
問
慶
商
人
）
の
た
め
に
働
く
事
実
上
の
賃
労
働
者
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
生
産
手
段
の
一
部
を
所
有
し
て
外
見
上
の
独
立
性
を

も
っ
て
い
た
た
め
、
手
工
業
者
又
は
ア

ν
ト
ル
プ
ル
ヌ
1
ル
と
み
な
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
ラ
。
し
た
が
っ
て
実
に
独
立
し
た
経
営
主
数
は
実
際
に

は
相
当
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
国
・

ω田ア

告－

a
f
z・自
H
l臼
・
参
照

〈

3
）

H
Z
a－－

H
Y
N
a・
な
お
四
七
年
に
は
、
大
凶
作
及
び
英
国
の
恐
慌
の

影
響
を
受
け
て
い
る
事
を
考
慮
す
ぺ
き
で
あ
ろ
ラ
。
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M
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一O
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国
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ま
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十
九
世
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頭
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パ
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建
築
工
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い
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は
戸
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b
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（6
）
職
人
組
合
は
初
期
労
働
組
合
運
動
史
の
一
環
と
し
て
別
箇
に
考
察
さ

る
べ
き
も
の
で
島
り
、
と
と
で
は
略
述
に
止
め
た
。
富
田
吋
仲
間
口

ω回目白神
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E
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m
u
g
g腎－
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m
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書
湾
問
巾
同

S
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E
g－
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岡
田
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2
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（7
）
墨
田
E
E
ω
国
吉
伸

l
r
m
s－
8
・
n
F
・
3
・
H
B
l由・
u
F
2包
括
号
－

告－
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以
上
に
よ
り
十
九
世
紀
中
頃
の
パ
リ
に
お
い
て
、
建
築
工
が
数
の
上
か
ら
も
ま
た
そ
の
特
異
な
性
格
か
ら
も
、
注
目
す
べ
き
グ
ル
ー
プ
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
っ
た
。
建
築
工
の
中
で
も
特
に
大
工
の
活
動
は
、
大
革
命
及
ぴ
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
七
月
王
朝
期
に
お
い
て
も
彼
等
は
「
公
の
注
目
を
浴
ぴ
る
特
典
を
有
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
次
表
は
こ
の
期
の
パ
リ
建
築
工
の
主
な
ス

ト
を
示
す
。

（→ 
ま
ず
こ
れ
ら
の
ス
ト
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
事
は
、
三
十
年
代
の
建
築
工
が
当
時
漸
く
着
手
会
れ
た
パ
リ
近
郊
の
鉄
道
建
設
に
関
係
し

て
い
る
事
で
あ
る
。
コ
三
年
の
ス
ト
は
、
パ
リ

l
lサ
ン
・
ジ
エ
ル
マ
ン
・
ア
ン
・
レ
イ
ハ

ω旦
ロ
？
の

R
B
Eロ
1
8
i
F
3・0
）
聞
の
鉄
道
の
架

橋
工
事
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
に
よ
っ
て
、

始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

二
ハ
年
の
ス
ト
は
、

パ
リ

l
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
聞
の
鉄
道
建
設
に
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関
係
し
て
い
た
一
業
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
。
三
三
年
、
四

O
年
、
四
五
年
の
ス
ト
労
働
者
が
い
か
な
る
種
類
の
工
事
に
従
事
し

て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
建
築
工
は
他
の
古
い
職
種
と
も
異
っ
て
鉄
道
関
係
（
駅
や
橋
〉
の
工
事
、
或
い
は
公
共
の
建
築
物
、
或

い
は
工
場
等
の
工
事
の
様
に
、
同
一
の
場
所
に
大
多
数
集
り
協
業
に
基
い
て
働
く
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
前
の
時
代
の
例
を
み
て

も
、
架
橋
工
事
や
教
会
建
築
（
或
い
は
修
理
）
等
の
大
工
事
に
関
連
し
て
彼
等
の
運
動
は
惹
さ
起
さ
れ
て
い
お
が
建
築
工
の
聞
に
比
較
的
強
い

ひ
と
つ
に
は
か
か
る
労
働
者
の
集
中
と
も
い
う
べ
き
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。マ酌

W

シ
ヤ
シ
ダ
B
u
y

－

い
ず
れ
も
業
者
組
合
を
相
手
と
し
て
い
る
点
で
他
の
場
合
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
下
請
制
の

連
帯
意
識
が
早
く
か
ら
み
ら
れ
た
の
は
、

口
三
三
年
及
び
四
五
年
の
ス
ト
は
、

問
題
が
浮
ぴ
上
っ
て
く
る
の
も
こ
れ
ら
の
ス
ト
の
特
徴
で
み
の
る
が
、
下
請
制
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
三
三
年
の
ス
ト
の
相
手
は
『
バ
リ
大
工

親
方
組
合
』

四
五
年
の
場
合
は
『
パ
リ
及
び
セ
l
ヌ
県
木
組
業
者
組
合
委
員

（わ

ymgσ
話

回

可

E
－s－o門
戸
。
印
刷
口
付
円
。
耳
σロ
O
Z
『
白
骨
岳
山
司
同
v
o
E
O
門
広
司
釦
吋
回
目
。
け
門
】
O
E
ω
巳ロ
σ〉
で
あ
る
。
他
方
ス
ト
参
加
者

は
特
定
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
エ
に
働
く
者
か
ら
な
る
の
で
は
な
く
、
パ
リ
ま
た
は
セ
l
ヌ
県
の
「
大
工
全
体
の
名
に
お
い
て
」
行
動
し
、
要
求
を
か

3
2
5恥
門
凶
作
田
宮
包
可
。
加
わ
ゲ
ミ
ロ

gH目。吋白色
0
2円目的）、

会
』

七
月
壬
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

一O
七



七
月
王
朝
期
に
お
け
る
メ
リ
建
築
工
の
運
動

一O
入

か
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
彼
等
の
要
求
の
内
容
は
特
定
の
工
事
に
の
み
関
わ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
犬
工
仕
事

一
般
を
規
制
す
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
に
あ
る
地
域
、
あ
る
地
方
の
大
工
が
全
体
と
し
て
行
動
し
た
と
い
う
事
は
、

少
く
と
も
か
な
り
の
程
度
の
団
結
と
連
帯
意
識
、
具
体
的
に
い
え
ば
何
ら
か
の
強
力
な
組
織
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
大
工
の
み

な
ら
ず
建
築
工
一
般
の
中
心
的
組
織
と
し
て
、
職
人
組
合
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
興
味
深
い
事
は
、
四
五
年
の
ス
ト
に

お
い
て
大
工
が
十
年
の
契
約
で
賃
上
げ
を
要
求
し
た
と
思
わ
れ
る
事
、
三
三
年
に
か
ち
え
た
日
給
四
フ
ラ
ン
は
十
年
契
約
の
条
件
っ
き
で
あ
り
、

乙
の
時
の
賃
金
率
は
木
組
業
者
組
合
の
事
務
所
に
記
録
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
お
伊
乙
の
十
年
契
約
と
い
う
事
は
、
賃
上
げ
ス
ト
が
一
八
ニ
ニ

年
以
来
ほ
ぼ
十
年
毎
に
行
わ
れ
て
い
る
事
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
様
で
あ
る
。

つ
ま
り
二
二
年
、
三
三
年
、
四
五
年
の
ス
ト
は
一
種
の
協

約
を
更
新
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。

な

お

大

工

の

か

ち

え

た

一

見

高

賃

金

は

、

数

ヶ

月

に

わ

た

る

「

仕

事

の

な

い

期

間

」

実

質

的

に

は

パ

リ

に

お
け
る
平
均
賃
金
を
出
な
か
っ
た
事
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
石
川

γ

ま
た
十
時
間
労
働
は
当
時
と
し
て
は
最
も
短
い
も
の
で
あ
問
、
二
月
革
命
直

（

E
o
E
o
s－回
O
ロ）

の
た
め
、

後
一
時
的
に
し
ろ
十
時
間
労
働
日
の
実
施
が
布
告
さ
れ
た
事
は
、
建
築
工
の
活
躍
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（ヨ

こ
れ
ら
の
ス
ト
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
労
働
者
組
織
は
、
ま
ず
第
一
に
職
人
組
合
で
あ
っ
た
。
大
工
を
は
じ
め
建
築
工

門

uv

ひ
と
つ
は
、

A
U
o
g可
V
他
は

A
ロ
2
0可
含
ピ
宮
吋
広

V
で
あ
る
。
勿
論
そ
の

に
お
い
て
は
、
当
時
二
つ
の
職
人
組
合
が
存
し
て
い
た
。

メ
ン
バ
ー
の
中
心
は
独
身
の
熟
練
工
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ス
ト
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
四
五
年
の
場
合
と
く
に
指
導
力
を

も
っ
て
い
た
の
は
、
『
好
人
物
』

（
∞
。
ロ
印
ロ
ユ
－
－

g〉
と
禅
名
さ
れ
る
『
ド
ゥ
ヴ
ォ
ア
l
ル
』
の
組
合
員
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
組

合
に

A
m
M
F
n
E
2
0
vと
い
わ
れ
る
職
場
長

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
三
三
年
に
は
、
大
工
の
二
つ
の
職
人
組
合
の
代
表
か
ら
な
る
『
抵
抗
委
員
会
』

ハ
n
r
o同
色

o
n
v
m
ロ
Z
O『
、

g
E
5
5巴
可
。
）
ほ
か
「
上
級
の
職
人
」

ハ
σ。
ロ
。
ロ
〈
ユ
ぬ
る
が
多

〈の
0
5
5
2
a
oロ
色
。
芯
曲
目
印

Z
ロのゆ〉

の
指
揮
の
下
に
ス
ト
は
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
翌
年
で
は
特
に
ス
ト
不
参
加
者
に
対
す
る
厳
重
な
取
締
り
か
行
わ
れ
、
労
働
者
の
統
一
に
留
意
さ



れ
て
い
る
。
同
様
な
事
が
四
五
年
に
ほ
一
一
層
強
化
さ
れ
、

ス
ト
完
遂
の
た
め
の
管
理
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
、
違
反
労
働
者
に
対
す
る
罰
金
・

パ
リ
郊
外
追
放
な
ど
の
非
常
手
段
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
二
名
の
職
人
組
合
員
と
二
名
の
職
人
組
合
員
で
な
い
煉
瓦
工

C
E
5
5
z
v

か
ら
な
っ
て
い
た
。
な
お
四
五
年
の
場
合
闘
争
は
六
ヶ
月
余
り
続
い
て
い
る
が
、
地
方
の
諸
都
市
と
く
に
リ
ヨ
ン
か
ら
の
援
助
（
賃
金
・
食
糧
）

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
が
ν

ま
た
警
察
の
干
渉
の
結
果
、
ス
ト
が
職
人
組
合
の
も
つ
「
共
済
基
金
」
〈

mum－
回
目
色

g
凶
作

g
z
g
m
E青
山
口
凶
）

円
円
以

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た
事
が
証
明
さ
れ
た
。
四

O
年
の
ス
ト
は
パ
リ
に
お
け
る
ゼ
ネ
・
ス
ト
と
い
わ
れ
、
乙
の
時
期
の
最
も
大
き
な
ス
ト
の

ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

こ
の
時
の
建
築
工
の
動
き
は
、
三
二
年
に
未
熟
練
工
が
職
人
組
合
か
ら
分
離
独
立
し
て
組
織
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
巡
歴
労
働

c
d
z
oロ
色

0
2
2
g邑
2
2
宏
、
『

O己
吋
含
同
り

E
ロ
nov
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
て
い
九
幻
。

組
合
』

第
二
に
建
築
工
の
組
識
と
し
て
職
人
組
合
の
外
に
共
済
組
合
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
建
築
工
の
ス
ト
と
彼
等
の
共
済
組
合
と
の
関
係

は
、
ル
ヴ
ア
ヴ
ス

i
ル、

マ
ル
タ
ン
・
サ
ン
・
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
は
殆
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
が
、

R
・
ツ
ョ
ラ
ン
に
よ
る
と
建
築
工
の
聞
に

職
種
別
の
共
済
組
合
が
あ
り
、
上
記
の
ス
ト
に
お
い
て
も
活
躍
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
大
工
に
つ
い
て
い
え
ば
、
三
三
年
に
組
織

さ
れ
た
『
パ
リ
大
工
旧
職
人
共
済
・
保
険
組
合
』

3
2広
忠
弘

o
r
g
z
g
冨

Ego－
白
骨
早
雪

ou函
ロ

g
仏

2
2
E
o
g
g
g
H
M
m
mロ
oロ回

ハ
リ
吋
回
目
・
喝
。
己
目
。
司
白
色
。
同
M
R
Z）
は
、
三
三
年
及
び
四
五
年
の
ス
ト
に
お
い
て
「
活
穫
な
役
割
を
演
じ
た
’
一
。
ま
た
「
職
人
組
合
の
悪
弊
と
暴

力
」
の
た
め
に
そ
れ
か
ら
独
立
し
て
つ
く
ら
れ
た
『
合
同
大
工
労
働
者
共
済
組
合
』

（
ω。
丘
小
広
含

ω
o
g
z
g
冨

5
5－
m
仏

2
2
2町田

2
2℃
g
z
o
g
忠

5
5
は
、
四

O
年
の
下
請
制
魔
止
運
動
に
参
加
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
共
済
組
合
は
恐
ら
く
前
述
の

E
E
g
と

関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
大
工
の
共
済
組
合
と
し
て
有
名
な
も
の
に
、

一
八
一
二
年
に
組
織
さ
れ

た
『
パ
リ
大
工
労
働
者
共
済
組
合
』

〈
ωo己
丘
小
品
。

ω
R
O
E－
曲
冨
己

Z
O阿
国
会
談
。

za〈
ユ
ぬ
吋
聞
の

ymRHUOE－m吋
白
骨

HMmユ
凹
〉
が
あ
る
が
、

円

M
U

こ
れ
は
抵
抗
組
織
た
る
性
格
を
も
た
な
か
っ
た
様
で
あ
る
と
ひ
ョ
ラ
ン
は
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
共
済
組
合
と
職
人
組
合
と

の
関
係
で
あ
る
が
、
職
人
組
合
か
ら
未
熟
練
工
が
分
離
し
て
共
済
組
合
を
組
織
す
る
場
合
や
、
旧
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
が
組
織
す
る
場
合
が
み
ら
れ

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
リ
建
築
工
の
運
動

一O
九



七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
リ
建
築
工
の
運
動

。

て
い
る
。
正
式
の
職
人
組
合
員
は
大
工
で
は
全
体
の
と
く
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
様
で
あ
り
、
四
五
年
の
ス
ト
賞
働
者
四
、
五
千
名
中
コ
ン
パ

ニ
ョ
ン
は
約

1

－4で
、
残
り
は
主
に
『
ル
ナ
i
ル』

な
れ
な
い
者
〉
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
建
築
工
の
共
済
組
合
は
か
か
る
正
規
の
職
人
組
合
員
で
は
な
い
未
熟
練
工
の
一
部
ゃ
、
す
で
に
フ

円
割
M

ラ
ン
ス
巡
歴
を
終
え
て
職
人
組
合
を
や
め
た
旧
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
等
の
共
済
組
合
は
職
人

（
円
。
口
問
吋
門
凶
〉

と
称
せ
ら
れ
る
未
熟
練
工
〈
徒
弟
の
段
階
を
経
て
い
る
が
ま
だ
職
人
に

組
合
の
延
長
、
或
い
は
そ
の
補
助
的
附
属
的
容
在
と
し
て
の
性
格
も
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（剛

ス
ト
に
お
い
て
は
二
つ
の
職
人
組
合
は
一
致
協
力
し
て
共
同
戦
線
を
形
成
し
て
い
る
が
、
他
方
、
互
に
相
争
う
場
合
も
決
し
て
少
く
な

か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
伝
説
に
彩
ら
れ
た
組
合
相
互
閣
の
対
立
や
組
合
内
部
に
存
す
る
熟
練
・
未
熟
練
の
イ
エ
・
ラ
ル
シ
l
は
、
職
人
組

合
を
近
代
的
労
働
組
合
と
厳
し
く
区
別
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
職
人
組
合
は
そ
の
成
員
に
対
し
て
職
場
紹
介
を
行
い
、
こ
の
関
係
か
ら

雇
主
に
対
し
て
或
程
度
労
働
力
の
供
給
を
左
右
す
る
事
が
で
き
た
。
と
く
に
建
築
工
の
聞
で
は
そ
の
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
を
利
用
し
て
三
六
年

の
ス
ト
の
様
に
一
種
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
え
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
は
早
く
か
ら
官
営
の
職
業

紹
介
所
守
口
『

2
5
仏

0
1
2
0
5
3
3
を
設
け
、

せ
し
め
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
事
は
主
と
し
て
建
築
工
の
労
働
が
熟
練
を
要
す
る
手
首
働
で
あ
っ
た
事
、
し
た
が
っ
て
職
業
の
自
由
の

労
働
市
場
の
把
握
に
つ
と
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、

職
人
組
合
に
よ
る
職
場
紹
介
を
根
絶

原
則
に
も
拘
ら
ず
、
労
働
力
の
市
場
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
事
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
に
こ
そ
、
職
人
組
合
が
前
期

的
な
諸
規
制
を
維
持
す
る
最
も
有
力
な
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
パ
リ
の
大
工
仕
事
は
一
八
六

O
年
頃
ま
で
二
つ
の
職
人

と
な
っ
て
い
た
。
も
し

セ
l
ヌ
右
岸
は
『
ド
ゥ
ヴ
ォ
ア
l
ル
』
、
左
岸
は
『
ド
ゥ
ヴ
ォ
ア
l
ル
・
ド
・
リ
ベ
ル
テ
』

組
合
に
よ
り
分
割
さ
れ
、

業
者
が
こ
の
な
わ
ば
り
を
侵
す
と
、
便
さ
れ
た
側
の
職
人
た
ち
の
猛
烈
な
憤
激
が
そ
の
業
者
に
対
し
て
は
勿
論
、
な
わ
ぼ
り
を
破
っ
た
職
人
に

対
し
て
も
向
け
ら
れ
、
更
に
職
人
組
合
相
互
間
の
争
い
と
な
り
遂
に
は
流
血
の
惨
に
ま
で
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
種
の
争
い
を
四

五
年
の
ス
ト
の
翌
年
に
も
み
る
の
で
あ
る
い
唱
し
か
し
多
く
の
場
合
こ
の
様
な
職
人
組
合
聞
の
紛
争
が
、
実
は
労
働
条
件
の
悪
化
に
対
す
る
抵



抗
か
ら
発
し
て
い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o
業
者
は
機
会
あ
る
毎
に
、
職
人
組
合
相
互
間
の
対
立
反
日
を
利
用
し
て
劣
悪
な
労

働
条
件
を
押
つ
け
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
c

（1
）
戸
間
4
曲目印
mw
ロア

o－y
n
x－u
匂－

NAH0・

（2
）
円
z
a
J
H】也－

N
S
l目、

HV－v
・
2
0
1
T
g
R
Z
H
H
ω
曲目
E
l
F
Sロ・

。匂－

n
x－
w
同】同】－

HHN！
？
官
同
y
H忠
l
∞
・
な
お
四
五
年
の
ス
ト
に
つ
い

て
は
〕
回
目
白
ロ
P
F回
ぬ
な
〈
目
安
凶
田
n
E
白『也市ロ片山市門田市ロ

H
E印
u

同M白ユ師、

5
8・
が
あ
る
、
京
蓄
は
当
時
の
フ
ー
リ
エ
主
義
者
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の

編
集
す
る
新
聞
ロ

E
g
Q丘
町
宮
p
b
A口
市
の
大
工
の
ス
ト
に
関
す
る

記
事
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
に
お
け
る
業
者
及
び
労
働
者
側
の

宣
言
や
公
開
書
簡
が
再
録
さ
れ
て
や
め
り
、
貴
重
な
文
献
で
ふ
の
ろ
う
。

（
3
）
こ
れ
ら
の
ス
ト
と
鉄
道
関
係
を
と
く
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
開
・

戸
田
口
『
巾
ロ
グ
戸
市
わ
O
B
℃国間出。ロロ国
m
m
o
g
n
o口同志同日
m
a巾
n
q
B
H】同
l

m
ロ
。
ロ
巳
ロ

Z
E官
官
出
国
b
w
H
S
H
U
H老
・
凸
l
N・
な
お
こ
れ
ら
の
ス

ト
と
鉄
道
建
設
工
事
そ
の
も
の
と
は
、
時
尉
的
に
ず
れ
て
い
る
様
で
あ

る
が
、
架
橋
工
事
な
ど
は
敷
設
工
事
に
先
立
っ
て
ら
ら
か
じ
め
行
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

（4
）
た
と
え
ば
七
月
王
朝
期
に
毅
物
市
場
（
国
同
＝
町
田
口
同
豆
宮
）
や
国

立
図
書
館
が
で
き
て
い
る
。

F
2
2田町民同・

3
・
nr・－

U
H
Y
H
E
1
4

ま
た
工
場
の
建
設
は
当
時
の
工
業
化
の
た
ち
お
く
れ
を
反
映
し
て
緩
慢

に
し
か
増
加
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
。
国
HV『岡田
B
G也
・
白
山
？

wHM・

4
由・

（5
）
た
と
え
ば
一
七
九
一
年
五
月
ル
イ
十
六
世
橋
の
工
事
に
従
事
し
て
い

た
大
工
、
一
八

O
四
年
教
会
建
築
に
働
い
て
い
た
建
築
工
な
ど
の
賃
上

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

げ
運
動

F
2
8国
間
口
♂
号
－
口
町
？
”
丹
・
阿
戸
町
C
U

』
・
回
E

Eグ
毛
－

n－ア”同
yHa由・

（6
）
建
築
工
事
は
一
般
家
屋
の
場
合
と
大
建
築
物
の
場
合
と
区
別
さ
る
べ

き
で
為
ろ
に
J
o

ま
た
一
人

O
七
年
五
月
の
警
察
総
監
の
報
告
に
次
の
様

な
記
述
が
ら
る
の
は
興
味
深
い
。
建
築
工
の
聞
で
は
「
団
結
や
集
会
が

も
っ
と
も
な
さ
れ
や
す
く
、
’
も
っ
と
も
解
散
さ
れ
難
い
。
そ
の
理
由
は

ほ
と
ん
ど
常
に
若
干
の
、
犬
多
数
の
労
働
者
た
ち
さ
え
も
が
同
じ
労
働

の
地
点
に
（
由
民
ロ
ロ

B
2
5
宮
百
円
仏
m
R雪
印
巳
）
集
ま
る
と
い
号

事
に
見
出
さ
れ
る
。
」
∞
E
Eグ
告
・

n
x－w
同
M－H
S・

（7
｝
建
築
業
の
職
業
別
業
者
団
体
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
政
府
の
保
護
に
よ
っ
て

一
主
と
し
て
職
人
組
合
に
対
抗
す
る
た
め
に
」
（
ポ
ー
ル
・
ル
イ
）
一

人
O
七
l
一
入
一

0
年
間
に
組
織
さ
れ
た
。
シ
ヤ
ル
バ
ン
ト
の
業
者
団

体
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
入

O
八
年
に
決
定
的
に
「
バ
リ
親
方
大
ヱ
組

合
」
が
で
き
、
＝
一
五
年
に
規
約
改
正
、
一
バ
リ
及
び
セ
1
ヌ
県
木
紐
業

者
組
合
委
員
会
」
と
名
称
を
か
え
た
の
が
四
一
年
で
為
る
。
同
－

E
Sロ

ロ℃・

a
T
3・
民
！
？

F
5
2・
0
℃・

n
x
J
M
M
・

qo
山

市
・
円
ロ
ロ
同
国
祖
国
山
田
宮
町
m
a
g
B
o
g
J吊
g
mロ仲白山己品目

g－
m口明，
H
同ロ
n
p

？

？

ssuMM・
8
u
H・
回
国
同
σ四
円
四
件
、
室
。
U
Oぬ
『
曲
目
】
富
市
帥
買
え

gt

回目。ロロ叩－
z
p
H
・
園

L
∞
旬
、
宮
y
u
u日
i
白
・
な
お
一
入
一
一
一
一
年
の
ス

ト
も
恐
ら
く
一
一
二
三
ヰ
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
入
四
五
年
業
者
側
の
表
現
］
・
呂
田
口
nw
号・

n－
？
”
匂
・
臼
・

（

8
）
 



七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
リ
建
築
士
の
運
動

戸
2
2
8
5・
8
・

n
x－
w
園

u
H
Y
E
N
一
一
一
二
三
平
の
場
合
に
つ
い

て
は
一
『
・
巴
世
ロ
P
O
H
M－
n
z・
句
司
・
自
・
な
お
四
五
年
の
ス
ト
に
お
け

る
十
年
契
約
の
要
求
に
対
ず
る
非
難
が

E

S
同町田口
nyRW

。
。
印
ロ
己
ロ
ロ
己
目
的
。
ロ
〈
『
山
内
山
一
円
由
。
日
同
国
吋
匂
巾
HM片
山
市
吋
国
（
旬
。
ロ
口
岡
田
－

a巾由

同

noロロ自由国仲間曲
w
広
島
句
切

E
H巾】】何回）
u
H
Y
H
2・
に
み
ら
れ
る
。

（
m）
た
と
え
ば
四
7

ラ
ン
の
場
合
、
竿
平
均
賃
金
ば
三
、
八
一
一
一
7

ヲ
ン
と

な
る
o
｝
盟
国
ロ
円
、
告
・

n－岬－

wH】℃・回目
1
2・

一
般
乙
建
築
工
の
賃
金
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
夏
三
一
月
｜

十
月
）
の
賃
金
で
あ
り
、
冬
に
は
仕
事
げ
か
な
く
な
る
か
叉
は
少
く
な
る

か
の
甥
象
が
み
ら
れ
る
。
当
時
の
大
工
の
一
年
間
の
仕
事
日
は
大
体
二

四
五
日
と
さ
れ
て
い
る
。
阿
川
・
】
o
g
p
o℃・

n－
？
”
司
・

5
u
H・

回白吋
σ巾『
mFOHM－
n日？”

HY
回目叶・

（
口
）
当
時
の
労
働
時
聞
に
つ
い
て
は
地
方
差
が
か
な
り
大
き
い
が
、
普
通

十
二
時
間

l
十
四
時
間
と
み
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
繊
維
工
業
や
家
内

労
働
に
お
い
て
は
十
主
時
間
以
上
が
多
く
、
十
七
・
八
時
に
至
る
場
合

も
少
な
一
く
な
い

o
n同・
R
U
F

・
呂
田
7
F
m
w
己
ロ
立
問
己
居
可
国
語
ロ

E
ーロ田

岡、山口弘ロ国片岡！日巾同門田宮町白山田
m
a由
同
∞
N
C

釦
同
∞
叶
A

｝
（
問
団
司
ロ
巾
己
、

か

2
5
5芯
吉
宮
広
告
P
H∞
S
・
仲
・
同
同
）

（M
M
）
迄
白
円
昨
日
ロ

ω曲目白片岡
v
b
o
p
o日y
n
x－
w
甘
沼
・
∞
∞
1
g・

（
詔
）
同
・
巴
白
ロ
n
w
O℃－

n
F
－旬開】－

N
口
l
N・
職
場
長
ガ
シ
ュ

1
ル
に

つ
い
て
は
の
戸
切
白
吋
σmH・2
・
0
℃－

a？”
H
V

・
ωJ3・

へ
M
）
二
三
年
の
ス
ト
に
お
い
て
政
府
は
始
め
て
業
者
に
軍
隊
を
ス
ト
労
働

者
の
代
り
に
使
用
す
る
事
そ
許
し
た
。
四
五
年
の
場
合
も
同
様
な
処
置

が
と
ら
れ
、
反
政
府
派
の
攻
撃
を
受
け
て
い
る
。

ω
E
Eデ

8
・
n一昨・・

（

9
d
 

匂－

M間
同
一
戸

ω曲
目
ロ
マ
ピ
S
－
者
－

a
f
H
Y
H
ω
叩・

（
お
）
一
『
・
回
目
田
口
口
、

CMM－
a同・・
HY
由叶匂匂－

H
N
J
『
・
ノ
シ
・
コ
ン
パ
ニ
守

ン
は
必
ず
し
も
来
熱
練
工
を
い
み
し
な
い
。
左
官
の
様
に
熟
練
し
て
い

て
も
職
人
組
合
に
寓
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
お
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
戸

E
Sロ・

O
H
y
n
F
．同】・

J3

（
日
｝
戸
内
石
田
国
国
巾
ロ
ア

OH】・口一件・・同）－
N
怠

g
g
ω
・
職
人
組
合
は
フ
ラ

ン
ス
巡
歴
の
関
深
か
ら
都
市
聞
の
全
国
的
連
絡
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

る。

（刊
U

）
警
察
は

g
R巾
と
い
わ
れ
る
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
の
宿
泊
所
兼
集
会
所

を
お
そ
い
、
数
千
フ
ラ
ン
の
共
同
基
金
を
、
没
収
し
た
。
】
－
盟
国
ロ
nu

o
H
y
n
x・・－
UHY
叶叩
1
1
白・

（
叩
国
）
司
c
z
E目R
P
D
H
y
n
x－
wH】・

8
白
・
な
お
円
d
a
oロ
の

成

立

に
つ
い
て
は
玄
・

ω即日
E
l
F
b
g
w
告－

a
H
J
唱
・

H
S
I
S－

四
O
年
の
ス
ト
え
つ
い
て
は
開
・

oc－－
S
ロ
タ
呂
田
豆
司
巾

E

5
2
2
5
8件
。
ロ
〈
ユ
2
・
？
？
印
b
p
・
5
g
w
ガ℃

5
0
1叶・

（
刊
出
）
河
－

r
z
p
o匂－
n一？・匂－

B
l品
・
石
工
、
左
官
の
共
済
組
合

に
つ
い
て
は
同
E
P
－匂℃・

J
3
l
J
P

ま
た
一
入
一
一
一
年
の
大
工
共

済
組
合
に
つ
い
て
は
旬
・

Z
E
P
8・
n
E
J
U
・

2
1由乙・

冨
o
E同
2
ロ．

8
・
a
f
H
M・
S
．

（
却
｝
同
・
盟
国
ロ
n・
8
・
nx
：
3
・
2
1♂
℃
－

N
ロ

（
幻
）
日
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
は
ま
た

g
g官
官
S
S
B
R
a
と
も
い
わ
れ
、

職
人
組
合
と
の
関
係
は
な
お
続
け
ら
れ
た
。

忌白
H

神宮

ω巳
E
ー
ロ
ロ
口
、
。
℃
・

nu－－匂・

N
g・

（
沼
）
と
の
聞
の
事
情
に
つ
い
て
は
同
区
内
戸
、
匂
円
V

－
E
－印切開】円
y
g
l
h日・



2
・
】
・
ロ
立
ロ
タ
戸
市
国

σロ
『
巾
田
C

H

a
巾
三
田
口
市

g
mロ
ゲ

E
N
N
W
H】℃－

H
U
t
N
N
・

（
泊
）
同
宮
内
凶
－
w
H
Y
N
S

一
回
白
『

σ
R
E・
0
H】－

n
F－
HM
－
N
言、
ω
C
0
・

（
鈍
）
忌
・

ω曲目三’
F
b
s
・

a－
n芹－－
H

】・

5
u・

（
部
｝
切
コ
』
阿
国
国
F
C
H
U
・

a？・
H
Y
N
O品
一
可
。
ロ
同
H
M
Z
『p
c

H
】・

n
E・・

HM

．

Mω
凶・

次
に
、
三
三
年
以
後
現
わ
れ
て
く
る
下
請
制
廃
止
守
口
理
局

g回
目
。
ロ
仏
Z
5
2
n
F
ω
ロ仏国ぬ
σ）
の
要
求
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
下
請
制

こ
の
頃
か
ら
更
に
十
九
世
紀
後
半
を
通
じ
て
建
築
工
が
激
し
く
求
め
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
決
定
的
に
こ
の
廃
止
が
実
現

す
る
の
は
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
れ
「
も
っ
と
も
こ
の
要
求
ほ
必
ず
し
も
建
築
工
に
の
み
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
十
九
世
紀
前
半

で
は
た
と
え
ば
仕
立
工
の
聞
に
も
み
ら
れ
て
い

U
V
下
請
制
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
相
当
広
く
行
わ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

建
築
工
の
要
求
は
、
二
月
革
命
直
後
臨
時
政
府
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
一
時
的
な
社
会
政
策
1
l
h
三
月
二
日
の
法
令
！
！
の
中
に
反
映
せ
し
め
ら

廃
止
の
問
題
は
、

る守れ
げて

る
カi

こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
事
ば
本
稿
の
課
題
を
こ
え
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
必
要
の
場
合
を
除
き
こ
こ
で
は
省
略
す
る
事
に
す

下
請
制
廃
止
の
要
求
が
は
っ
き
り
み
ら
れ
る
三
三
年
ハ
大
工
）
及
び
四

O
年
（
大
工
、
石
工
、
指
物
工
）
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
十
分
な
資
料
が
な
い
の
で
、
主
に
四
五
年
の
大
工
の
ス
ト
に
関
す
る
も
の
に
よ
っ
た
。
こ
の
年
に
は
ス
ト
労
働
者
は
下
請
制
麗
止
の
要
求
を

出
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
業
者
側
は
こ
の
間
題
を
持
出
し
て
、
攻
撃
し
、
そ
の
た
め
下
請
制
に
関
す
る
双
方
の
主
張
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

建
築
業
に
お
け
る
当
時
の
下
請
制
に
つ
い
て
、
ル
ヴ
ア
ッ
ス
l
ル
ば
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。
即
ら
そ
れ
ば
一
種
の
出
来
高
払
の
仕
事

ウ
ー
ヴ
リ
エ

（門司

mwgロ
P
F
m
oロ
）
で
あ
り
、
み
の
る
労
働
者
が
自
分
の
計
算
で
〈
仲
田
O
ロ
n
o
s－足。〉

数
人
の
労
働
者
を
雇
う
事
に
よ
っ
て
、

一
定
額
の

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

一一一一一



七
月
主
朝
期
に
お
け
る
パ
P
建
築
工
の
運
動

一
一
四

報
酬
に
対
し
工
事
の
一
部
の
遂
行
を
引
受
け
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
「
こ
う
し
て
労
働
者
は
下
請
負
業
者
（

g
g
l
g門
店
耳

g
g吋
）
と

な
る
」
と
さ
れ
る
。
建
築
業
の
下
請
人
は
特
に

g
m『
nvSHaoz円
叉
は
昆
n
y
o
gロ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
下
請
人
の
報
酬
の
一
部
が
彼
の

雇
う
労
働
者
の
賃
金
と
な
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
下
請
人
と
請
負
業
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
下
請
の
方
法
は
入
札
（
包

E
E
S

片山
O
ロ
）
に
よ
り
、
ま
た
前
者
の
請
負
契
約
は
労
働
力
に
の
み
関
す
る
も
の
で
‘
材
料
、
道
具
及
び
足
場
は
後
者
の
供
給
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

ま
に
し
ば
し
ば
資
金
〈
労
賃
用
）
の
前
貸
も
行
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
請
人
に
な
る
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
資
本
を
必
要
と
し

な
か
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
明
確
な
事
が
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、

円。J
V

っ
た
様
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
請
負
業
者
は
総
請
負
人

（O
ロ2
1
0
H
】吋門川口
σロ円肉凧山口
hm
『
知
】
）
で
J

の

一
般
佑
し
て
い
え
ば
、
下
請
制
と
は
業
者
〈
資
本
家
）
と
賃
労
働
者
と
の
聞
に
「
雇
用
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
も
数
人

の
労
働
者
の
雇
主
で
あ
る
」
中
間
層
が
介
入
さ
れ
る
生
産
関
係
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
事
が
で
き
よ
う
。
ル
ヴ
ア
ッ
ス
l
ル
の
説
明
で
注
目
さ

れ
る
点
は
、

「
労
働
者
が
下
請
人
に
な
る
」
と
い
う
事
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
多
少
問
題
が
あ
る
様
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
労
働
者
と
は
勿
論
熟
練
労
働
者
即
ち
職
人
の
意
味
に
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
実
職
人
が
下
請
人
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
す
べ
て
の
職
人
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ご
く
少
数
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
後
に
み
る
様
に
大
工
の
場

合
は
職
場
長
の
様
な
上
層
の
職
人
が
下
請
人
に
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
下
請
制
廃
止
の
要
求
が
出
て
く
る
と
い
う
事
自
体
が
、
大
多
数
の

建
築
工
に
と
っ
て
下
請
人
に
な
る
事
が
で
き
な
い
と
い
う
事
を
前
提
と
し
て
い
る
。
建
築
業
の
下
請
制
が
何
時
出
現
し
た
か
は
残
念
な
が
ら
不

明
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
三
十
年
代
に
は
大
多
数
の
建
築
工
の
反
感
を
集
め
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
が
で
き
る
。
注
意
す
ベ

き
は
丁
度
こ
の
三
十
年
代
が
、
パ
リ
の
建
築
業
に
お
け
る
景
気
変
動
の
特
に
甚
だ
し
か
っ
た
時
期
に
当
る
事
で
あ
る
。
七
月
革
命
が
一
八
二
五

年
以
来
の
経
済
不
況
を
背
景
に
し
て
い
る
事
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
建
築
業
が
と
り
わ
け
革
命
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
一
大
打
撃
を
受
け
た

事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
後
や
が
て
三
五
年

l
三
六
年
を
頂
点
と
す
る
好
景
気
の
時
期
を
迎
え
、
再
び
三
九
年

l
四
O
年
の
恐
慌
の
影
響

を
蒙
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
か
ら
次
の
様
な
推
論
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

こ
の
変
動
を
通
し
て
建
築
業
の
資
本
主
義
化
が
一
層
深



ま
り
、
親
方
層
の
階
層
分
化
が
急
速
に
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
小
親
方
層
の
没
落
と
少
数
の
有
力
な
親
方
H
請
負
人
の
発
展
が
み
ら
れ

た
に
相
違
な
い
。
こ
の
聞
の
事
情
は
、
た
と
え
ば
三

0
年
代
に
『
親
万
大
工
組
合
』
と
称
し
て
い
た
も
の
が
、
四
一
年
に
『
木
組
業
者
組
合
委

員
会
』
と
改
名
し
再
組
織
さ
れ
た
事
に
も
、
或
程
度
伺
え
る
で
あ
ろ
hmw
も
し
下
請
制
の
出
現
ま
た
は
そ
の
普
及
が
こ
の
様
な
変
化
と
密
接
に

関
連
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
小
親
方
の
大
資
本
へ
の
従
属
を
下
請
人
へ
の
没
落
と
し
て
把
え
る
事
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
小
親
方
と
い
っ
て
も
多

く
は
職
人
の
段
階
を
経
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
も
結
果
的
に
は
職
人
の
上
昇
を
意
味
す
る
で
J

の
ろ
う
が
、
ル
ヴ
ア
ッ
ス

l

ル
の
い
う
様
に
下
請
人
は
下
か
ら
の
新
た
な
上
昇
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
上
か
ら
の
没
落
と
し
て
も
ら
あ
ら
わ
れ
え
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
と
も
か
く
か
つ
て
職
人
で
あ
っ
た
者
が
下
請
人
に
な
っ
た
と
い
う
事
は
、
建
築
工
が
未
だ
完
全
に
賃
労
働
者
化
し
て
い
な
か
っ
た
事

を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
た
前
述
の
有
力
な
請
負
人
の
中
か
ら
「
総
請
負
人
」
が
で
て
く
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。
下
請
制

は
あ
る
い
は
建
築
業
に
お
け
る
請
負
制
度
の
変
革
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
様
な
下
請
人
の
存
在
は
建
築
工
に
対
し
て
如
何
な
る
諸
結
果
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
れ
を
み
て
い
こ
う
。

第
一
に
考
え
ら
れ
る
事
は
、
下
請
人
の
介
入
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
賃
金
低
下
と
彼
の
悉
意
に
よ
る
労
働
者
の
酷
使
で
あ
る
。
四
五
年
の
大

工
の
ス
ト
に
お
い
て
一
パ
リ
及
び
セ
i
ヌ
県
木
組
業
者
組
合
委
員
会
一

ウ
ヴ
り
エ
・
る
が
外
パ
〉
テ

4
エ

ポ

シ

－

J

’
ヴ
リ
エ

大
工
職
人
の
賃
金
が
四
フ
ラ
ン
の
時
上
級
職
人
は
四
・
二
五

t
四
・
五

0
フ
ラ
ン
を
え
て
い
た
が
、

H
シ・

η
t
n
リ
ー
・
一
、
ル
一
三
ヤ
シ
ギ
ウ
E
作

－mE
n
y
o
）
を
す
れ
ば
一
日
に
八

t
九
フ
ラ
ン
の
手
当
を
得
る
事
が
で
き
る
。
他
方
下
請
職
人
の
下
で
働
く
者
の
賃
金
は
三
・
二

五
i
三
・
五

0
フ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

（
以
下
単
に
委
員
会
と
記
す
）
の
一
不
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

普
通
の

彼
が
下
請
仕
事

2
2〈巳－
v

こ
れ
ら
の
数
字
は
業
者
側
の
示
す
も
の
で
J

の
る
か
ら
、
多
少
の
誇
張
が
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
、
下
請
人
は
普
通
の
大
工
の
賃
金
の
二
倍
以
上
に
当
る
報
酬
を
え
て
い
た
事
、
ま
た
下
請
人
の
下
で
働
く
の
は
未
熟
練
工
か
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
職
人
の
場
合
下
請
人
の
存
在
は
少
く
と
も
五

O
サ
ン
チ
ー
ム
（
当
時
と
し
て
は
一
人
当
り
約
三
日
分
の
パ
ン
代
に
相

当
す
双
以
上
の
賃
金
低
下
を
招
い
て
い
た
事
が
わ
か
る
o

こ
の
賃
金
低
下
が
中
間
搾
取
に
基
づ
い
て
い
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、
下
請
負
が

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
リ
建
築
工
の
運
動

一
一
五



七
月
五
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
遺
築
工
の
運
動

一
－
六

最
低
入
私
者

1
1工
事
費
（
こ
こ
で
は
人
件
費
の
み
〉
を
最
も
少
く
見
積
る
者
官
丘

E
r
m
s
－3
2
2
E
Z）

1
ー
に
決
定
さ
れ
る
事

に
よ
っ
て
、

一
層
甚
だ
し
く
な
る
傾
向
を
も
つ
の
で
あ
る
。

更
に
下
請
制
の
も
た
ら
す
結
果
は
、
単
に
賃
金
低
下
に
の
み
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
下
請
人
の
利
潤
は
、
名
目
的
に
賃
金
を
低
下
せ
し
め
る
事

に
よ
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
の
強
度
を
高
め
る
事
に
よ
っ
て
も
増
大
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
時
の
具
体
的
事
情
を
一
示
す
デ
l
タ
を
我
々

は
有
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
下
請
制
廃
止
の
声
が
強
く
聞
か
れ
た
十
九
世
紀
末
に
建
築
工
の
労
働
組
合
が
行
っ
た
批
判
か
ら
、
或
程
度
伺
う
事

が
で
き
る
で
ρ

の
ろ
う
。
即
ち
そ
の
批
判
点
の
主
な
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ハ
門
下
請
制
は
実
質
的
に
賃
金
低
下
を
招
く
。
ロ
工
事
の
ス
ピ

ー
ド
・
ア
ッ
プ
の
た
め
極
度
の
労
働
強
佑
を
結
果
す
る
。
日
下
請
人
は
若
い
強
健
な
も
の
の
み
を
雇
う
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
徒
弟
制
を
無
視
す

る
。
四
賃
金
不
払
ま
た
は
支
払
延
期
が
し
ば
し
ば
生
じ
、
ま
に
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
が
行
わ
れ
る
。
凶
極
度
の
専
門
佑
が
行
わ
れ
そ
の
た
め

労
働
者
の
不
具
佑
が
結
果
さ
れ
る
。
同
工
事
の
粗
雑
化
。
出
過
剰
主
産
の
一
原
因
と
な
る
。

四
五
年
の
ス
ト
の
始
め
に
業
者
に
宛
て
た
公
開
書
簡
の
中
で
、
労
働
者
側
の
指
導
者
ヴ
ァ
ン
サ
ン
（
〈

Z
S
E〉
は
次
の
様
に
い
っ
て
い

－VQ
。「

諸
君
ば
工
事
を
下
請
負
う
事
を
強
く
主
張
し
、
我
々
は
同
様
に
強
く
そ
う
で
な
い
事
を
主
張
す
る
。
万
一
我
々
が
説
伏
せ
ら
れ
る
と
し
て

ポ
シ
・
ゥ
ー
ヴ
9
1

も
下
請
制
は
産
業
の
破
滅
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
級
の
職
人
を
殺
し
、
邪
な
者
と
怠
け
者
を
生
み
出
し
て
い
る
。
下
請
人
と
は
我
々
の
職
業
で

法
・
・
・
最
も
し
ば
し
ば
怠
け
者
に
よ
る
貧
し
い
者
よ
若
者
と
の
搾
取
で
あ
る
」

こ
こ
に
み
ら
れ
る
比
較
的
強
い
表
現
は
、
下
請
制
に
対
す
る
ス
ト
労
働
者
た
ち
の
は
げ
し
い
反
感
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
下
請

門
店
）

制
に
対
す
る
非
難
は
四

O
年
の
指
物
工
や
石
工
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
に
も
み
ら
れ
る
が
、
下
請
制
は
労
働
者
に
と
っ
て
業
者
と
下
請
人
に
よ

る
二
重
の
搾
取
で
あ
り
、
当
時
の
労
働
者
新
聞
『
ラ
ト
リ
エ
』
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
ま
乙
と
に
「
人
聞
の
人
聞
に
よ
る
こ
の
世
で
実
現
さ
れ

た
最
も
ひ
ど
い
搾
取
」

2

．0凶
1

0
芹
巳
芯
ロ
門
目
。
て
｝
M
O
B
S
O
回出回
1

－
w
Y
O
E
g
o
－
出
回
】
］
己
由
吉
品
目
関
口
O
G
R
。
ロ
白
山
同
誌
巴
宮
古
）

と
言
L、



う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
に
こ
の
下
請
人
乙
そ
労
働
者
の
「
力
と
団
結
に
と
っ
て
最
も
強
大
な
障
害
物
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
建
築
工
が
下

請
制
の
廃
止
を
要
求
し
た
の
は
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ス
ウ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

下
請
制
に
つ
い
て
の
第
二
の
問
題
は
、
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
労
働
者
の
雇
主
へ
の
上
昇
が
可
能
に
な
る
と
い
う
見
解
が
、
と
く
に
業
者
の
間

に
み
ら
れ
た
事
、
の
み
な
ら
ず
か
か
る
見
解
が
、

一
般
に
下
請
制
の
維
持
を
弁
護
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
代
弁
者
の
有
力
な
一
一
論
拠
と
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
事
で
あ
る
o

四
五
年
七
月
、

ス
ト
の
最
中
に
『
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
デ
・
デ
パ
』
紙
に
掲
載
さ
れ
た
委
員
会
の
書
簡
に
よ
る
と
、

ス
ト
労
働
者
た
ち
の
反
対
し

て
い
る
下
請
制
は
、
実
は
「
労
働
者
に
と
っ
て
雇
主
に
な
り
う
る
た
め
の
過
渡
的
段
階
」

（

Hvog吋
て

O
Z
J刊
吋
山
内
凶
司
、
－

m
同
一
『
山
口
白
山
H
－
oロ
℃
。
己
『

釦
円
『
守

Rmw
色。〈
O
E司
自
巴
可
。
）
で
は
な
い
か
、
そ
の
例
証
と
し
て
セ

l
ヌ
県
の
木
組
業
者
ニ
ニ

O
名
中

2
す
は
十
二
年
前

労
働
者
で
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
労
働
者
は
勿
論
熟
練
労
働
者
を
意
味
し

τい
よ
う
。
ま
た
乙
の

2
す
と
い
う
数
値

と
さ
れ
、

は
、
ス
ト
の
期
間
中
委
員
会
の
示
す
業
者
数
が
一
定
し
て
い
な
い
事
か
ら
考
え
て
も
、
明
ら
か
に
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
書

簡
に
対
し
て
数
日
後
の
同
紙
上
に
ス
ト
労
働
者
側
の
反
駁
が
載
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

下
請
制
は
、
労
働
者
た
ち
に
は
暗
黙
の
中
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
（

Z
巳
Z
g
o
E
E
Z
E芹
山
口
凶
。
巴
〈
ユ
0
2）

の
人
々
が
雇
主
の
地
位
に
達
し
た
の
は
こ
の
道
に
よ
っ
て
で
は
な
い
事
は
確
か
で
あ
弐
（
カ
ツ
コ
及
び
傍
点
訳
者
）
。

「
こ
の
時
期
（
十
二
年
前
）
以
来
大
工
仕
事
の

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
四

五
年
当
時
の
業
者
の
中
に
三
三
年
以
前
労
働
者
で
あ
っ
た
者
が
い
る
事
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
下
請
制
に
よ
っ
て
そ
の
上
昇
が
な
さ
れ
た

い
い
か
え
る
と
三
三
年

l
l四
五
年
間
に
労
働
者
ハ
職
人
）
が
業
者
に
上
昇
し
た
の
は
、
下
請
制
に
よ
っ
て
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
理
由
が
、
下
請
制
は
三
三
年
以
来
「
労
働
者
に
は
暗
黙
の
中
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
」
と
な
っ
て

の
で
は
な
い
、

こ
の
表
現
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
労
働
者
側
の
反
駁
を
み
る
場
合
、
大
工
仕
事
の
下
請
制
が
三
三

年
の
ス
ト
以
来
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
事
、
ま
た
四
五
年
に
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

い
る
事
で
あ
る
が
、

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ
ロ
建
築
工
の
運
動

一
一
七



七
月
主
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

一
一
人

な
い
。
こ
の
事
は
ス
ト
労
働
者
側
の
書
簡
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
等
は
四
五
年
に
は
下
請
制
廃
止
の
要
求
を
出
レ
て
い
な
い
事
、

「
び
と

り
で
に
衰
亡
し
た
下
請
制
を
復
活
」
せ
ん
と
す
る
業
者
側
の
意
図
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
ス
ト
直
前
に
出
さ
れ
た
委
員
会
の
廻
状
に
よ
る
と
、

「
下
請
制
ば
一
八
三
三
年
以
来
労
働
者
の
行
為
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
な

E
胃

E
Z
宮『

Z
F広
含

て

2
〈
立
。
与
が
、
決
し
て
禁
止

さ
れ
た
の
で
は
な
い
」
（
傍
点
訳
者
）
0

そ
れ
は
労
働
者
及
ぴ
業
者
の
「
自
由
意
志
」
に
任
せ
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
下
請
制
の
実
施
が
、

労
働
者
側
の
圧
力
に
よ
っ
て
困
難
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
は
注
意
さ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
以
上
の
事
か
ら
、
三
三
年
｜
｜
四
五
年
間
に

下
請
制
が
全
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
業
者
側
に
は
下
請
制
復
活
叉
は
そ
の
強
佑
の
意
図
が
常
に
あ
っ
た
と
忌

わ
れ
、
四

O
年
の
大
工
が
他
の
建
築
工
と
共
に
そ
の
廃
止
要
求
を
み
せ
て
い
る
事
が
、
何
よ
り
も
そ
の
存
在
を
証
明
し
て
い
る
c

し
た
が
っ
て

前
述
の
「
労
働
者
た
ち
に
は
暗
黙
の
中
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
、
下
請
制
が
三
三
年
以
来
行
わ
れ
な
か
っ
た
事
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
下
請
制
が
行
わ
れ
で
も
職
人
上
層
が
下
請
人
に
な
れ
な
く
な
っ
た
、
或
い
は
少
く
と
も
そ
れ
が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
事
を
意
味

し
て
い
る
様
に
恩
わ
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
三
三
年
以
来
職
人
｜
↓
下
請
人
の
上
昇
の
道
が
著
し
く
狭
く
な
っ
た
と
い
う
事
が
で
き
よ
う
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
、

乙
の
事
は
大
工
職
人
層
の
賃
労
働
者
化
が
よ
り
一
一
層
深
ま
っ
て
き
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
乙
乙
で
も
職
人

上
層
が
下
請
人
に
な
る
場
合
が
皆
無
で
ゐ
っ
た
と
積
極
的
に
断
定
す
る
に
は
、
以
上
の
資
料
で
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
が
、
下
請
人
が
上
か
ら

の
没
落
と
し

τ現
わ
れ
う
る
事
は
既
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
o

ま
た
下
請
制
に
よ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
委
員
会
の
い
う
様
な
、
と
も
か

く
労
働
者
か
ら
業
者
に
上
昇
し
た
者
の
存
す
る
事
は
、
僅
か
な
例
で
あ
る
が
資
料
的
に
も
た
し
か
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

業
者
と
血
縁
関
係
に
あ
る
者
の
存
在
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
業
者
の
子
弟
が
将
来
一
人
前
の
業
者
と
な
る
場
合
に
、
下
請
制
が
彼

に
対
し
て
最
も
よ
い
訓
棟
の
場
を
与
え
た
と
い
う
事
色
、
十
分
ゐ
り
う
る
事
と
思
わ
れ
る
0
・

以
上
の
事
か
ら
、
大
工
に
関
す
る
限
り
、
下
請
制
が
労
働
者
に
と
っ
て
雇
主
日
業
者
に
な
る
た
め
の
過
渡
的
段
階
で
あ
る
と
い
う
事
は
、
特

殊
な
場
合
を
除
き
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
委
員
会
の
主
張
は
例
外
的
或
い
は
特
殊
な
例



を
一
般
佑
し
、
事
実
を
故
意
に
歪
曲
し
た
見
解
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

大
工
の
場
合
は
以
上
の
様
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
建
築
工
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
れ
と
同
一
で
は
な
い
様
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
様
に
、

大
工
の
聞
で
は
四
五
年
頃
に
は
下
請
制
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
い
様
に
な
っ
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
が
、
指
物
工
、
左
官
、
石
工
の
間
で
そ
れ
が
つ

よ
く
維
持
さ
れ
た
事
は
、
十
九
世
紀
後
半
と
く
に
入
、
九
十
年
代
の
下
請
制
廃
止
運
動
が
、
主
に
こ
れ
ら
の
職
種
の
労
働
組
合
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
事
か
ら
わ
か
る
。
更
に
七
月
王
朝
期
に
左
官
見
習
工
（

m
ミ哨
O
ロ

E
点
。
ロ
）
で
あ
り
、
後
に
国
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
マ
ル
タ
ン
・

ナ
ド

l
（宮川高仲間口

Z
包
一
一
虫
包
）
に
よ
る
と
、
左
官
の
或
者
は
下
請
人
と
な
っ
て
富
み
、
中
に
は
真
の
業
者
と
な
る
者
も
ゐ
っ
た
と
さ
れ
て
い

U
P
こ
の
様
に
建
築
工
全
体
と
し
て
は
、
未
だ
職
人
の
一
部
↓
下
請
人
↓
請
負
業
者
と
い
う
上
昇
が
、
稀
で
ゐ
っ
た
に
せ
よ
全
く
不
可
能
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
様
な
上
昇
の
希
望
を
も
ち
う
る
余
地
が
彼
等
の
聞
に
未
だ
い
く
ら
か
残
さ
れ
て
い
た
、
よ
考
え
て

も
い
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
一
言
注
意
し
て
お
き
た
い
事
は
、
前
述
の
四
五
年
の
委
員
会
の
下
請
制
に
対
す
る
主
張
と
同
様
な
、
或
い
は
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
主

張
が
当
時
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
代
弁
者
の
聞
に
も
み
ら
れ
、
そ
れ
が
主
と
し
て
建
築
工
そ
の
他
の
下
請
制
廃
止
要
求
に
対
抗
す
る
た
め
の
有
力

3
・A
ル』’
tw

・γ・ぜコ
J
t
λ

ト

な
武
器
と
な
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
例
え
ば
四
五
年
の
『
経
済
学
者
雑
誌
』
に
み
ら
れ
る
レ
オ
ン
・
フ
オ
l
シ
エ
（
F
宮
口
可
知
己
号
。
与
の
見

解
、
或
い
は
下
請
制
を
廃
止
し
た
四
八
年
三
月
二
日
の
法
令
に
対
し
て
、
強
硬
に
反
対
し
た
当
時
の
農
商
大
臣
ブ
ュ
フ
ェ
（
切
口
片
岡
0
3
、
或
い

は
か
の
有
名
な
政
治
家
テ
ィ
エ

l
ル
等
の
見
解
が
、
そ
の
良
き
例
で
あ
る
。
彼
等
の
主
張
法
、
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
っ

て
も
、
要
す
る
に
下
請
制
が
「
有
能
な
」
「
天
分
の
あ
る
」
「
勤
勉
な
」
一
部
の
労
働
者
に
雇
主
に
な
る
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
者

い
ず
れ
も
同
一
で
あ
る
。
こ
の
種
の
見
解
が
、
稀
に
は
熟
練
労
働
者
の
ご
く
一

に
と
っ
て
も
そ
の
廃
止
は
有
害
無
益
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
、

部
が
下
請
人
の
段
階
を
経
て
雇
主
と
な
る
場
合
も
ゐ
る
、
と
い
う
事
実
の
一
部
分
の
み
を
把
え
て
拡
大
強
調
し
、
労
働
者
の
反
対
を
そ
ら
そ
う

と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
事
は
、
広
く
建
築
工
が
下
請
制
に
反
対
し
た
主
な
理
由
が
、
前

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

一
一
九



七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

二一
O

に
み
た
様
に
そ
れ
の
も
た
ら
す
よ
り
強
度
な
搾
取
と
い
う
事
実
に
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
四
五
年
の
委
員
会
に
あ
っ
て
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
治
家
に

あ
っ
て
も
、
こ
の
事
実
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
彼
等
の
見
解
が
極
め
て
一
面
的
で
あ
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
a

だ
が
問
題
は
建
築
工
の
側
に
も
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
以
上
の
様
な
見
解
は
実
は
建
築
工
の
賃
労
働
者
と
し
て
の
意
識
の
未
成
熟
を

突
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
建
築
工
全
体
と
し
て
み
れ
ば
未
だ
下
請
制
に
よ
る
職
人
の
上
昇
は
全
く
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
事
は
彼
等
に
雇
主
佑
の
幻
想
を
或
程
度
許
す
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
大
工
に
お
い
て
下
請
制
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
独
立
し
た
雇
主
に
な
る
と
い
う
希
望
を
可
能
に
す
る
諸
条
件
が
、
全
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
前
述
の
ブ

ル
ジ
ョ
ア

3
1
の
主
張
が
い
く
ら
か
の
力
を
も
ち
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
か
か
る
雇
主
佑
の
幻
想
が
建
築
工
の
意
識
の
中
に
生
き
つ

e
つ
け
て

い
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
周
知
の
様
に
、
賃
労
働
者
が
伺
ら
か
の
意
味
で
雇
主
に
な
る
事
が
で
き
る
と
い
う
望
み
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、

小
生
産
者
的
意
識
が
残
り
、
賃
労
働
者
と
し
て
の
階
級
意
識
が
生
長
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
下
請
制
の
存
在
は
、
伺
よ
り
も
ま
ず
ス
ウ
エ
ヴ

テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
そ
れ
に
対
す
る
建
築
工
の
反
対
運
動
を
呼
ぴ
起
し
た
け
れ
ど
も
、
他
方
で
は
彼
等
に
未
だ
雇
主
へ
の
上
昇
と

い
う
意
識
の
残
存
を
許
す
事
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
階
級
意
識
の
成
長
を
阻
止
す
る
の
に
役
立
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
下
請
制
は
建
築
業
に
お
け
る
資
本
主
義
発
展
の
過
渡
的
産
物
と
考
え
ら
れ
る
。
建
築
業
は
専
ら
註
文
生
産
を
行
い
、
工
事
の
場

所
や
対
象
が
そ
の
都
度
変
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
元
来
機
械
化
の
困
難
な
部
門
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
伝
統
的
な
手
工
業
的
熟
練
労
働
が
後
世
ま
で

永
く
そ
の
基
礎
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
資
本
主
義
的
な
一
種
の
大
規
模
生
産
ハ
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ

l
ル
）
が
い

ち
早
く
行
わ
れ
、
基
本
的
に
は
一
方
の
極
に
少
数
の
請
負
業
者
、
他
方
の
極
に
は
同
一
地
点
に
集
中
せ
し
め
ら
れ
る
大
多
数
の
賃
労
働
者
が
存

在
す
る
。
ま
た
建
築
生
産
が
数
職
種
に
わ
た
る
専
門
的
熟
練
工
の
分
業
に
よ
る
協
業
を
必
要
と
す
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
こ
の
様
に
基
本
的
に

は
資
本
主
義
的
と
い
え
る
が
、

〈

F
O
B
M可
切

O
E
E
o
p
H∞Aq－－
E
H
O）
の
い
う
様
に
、

未
だ
技
術
的
に
は
手
工
業
の
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
建
築
業
に
お
い
て
、

「
経
済
の
最
大
限
を
実
現
す
る
万
法
」

下
請
制
は
ル
ロ
ワ
・
ボ

l
リ
ウ

（

Sou
－mwロ
己
ω
芯
巴
宮
町
門
戸

O
B
m一巳
g
z
g



円
弓
品
。
。
ロ
O
富山
O
〉、

即
ち
最
も
有
利
な
最
も
合
理
的
な
経
営
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
労
賃
を
一
層
切
下
げ
る
事
に
よ

り
工
事
費
を
少
く
し
、
或
い
は
分
業
を
一
段
と
押
進
め

E
労
働
の
強
度
を
高
め
る
事
に
よ
り
、
生
産
力
の
増
大
を
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
建
築
工
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
中
間
搾
取
に
基
く
賃
金
低
下
そ
の
他
の
よ
り
強
度
な
搾
取
形
態
を
意
味
し
、
同
時
に
、
下
請
人
が
職
人

上
層
か
ら
再
生
産
さ
れ
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
職
人
層
の
雇
主
佑
へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
も
の
と
も
な
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（1
｝
遺
築
工
の
下
請
制
廃
止
運
動
に
つ
い
て
は

m－
Z
E
P
。H
y
n
u
－－

nEMM
・
謡
・
戸
市
田
名
度
出
E
Z
2
r
g
R
n町
田
口
色
白
血
円
向
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

（2
）
た
と
え
ば
一
八
四

O
年
の
メ
リ
の
ス
ト
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
。

国・

ω
8・
F
回
丘
四
－

wOHM－
n
F
匂・

HUCU
喝。ロ百四2・
9
。
u
－
n
z・・

℃・

ωaN・

（3
）
一
人
四
人
年
三
月
二
日
の
法
令
は
労
働
時
聞
の
短
縮
（
バ
リ
で
は
十

時
間
、
地
方
で
は
十
一
時
間
）
と
共
に
、
下
請
制
の
廃
止
を
布
告
し
た
。

し
か
し
そ
の
実
施
は
一
時
的
な
も
の
に
止
ま
り
、
国
民
議
会
で
は
承
認

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
こ
の
法
令
の
基
礎
と
な
っ
た

一
一
一
月
一
日
の
リ
ュ
グ
サ
シ
プ
1
ル
委
員
会
の
決
議
で
お
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
マ
ル
シ
ャ
シ
ダ
1
ジ
ュ
は
三
つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。

ω建
築

タ
sv
ユ
胃
シ

業
の
下
請
人
が
業
者
と
労
働
者
と
の
聞
に
介
入
す
る
場
合
、

ω工
賃
仕

事
ハ
可
理
由
民
世
田
国
立
R
m）
の
場
合
（
恐
ら
く
被
服
業
や
繊
維
工
業

の
場
合
で
あ
ろ
E
J
）、

ω生
産
協
同
組
合
の
場
合
。
廃
止
さ
る
べ
き
も

の
は
第
一
の
場
合
だ
け
と
さ
れ
て
い
る
。
】
C
H
S
－
OHM
－
n
F
・
MM・

混血－
UM同・同同司・

F
m
B
R
n
v
m岡
田
仏
国
畑
町
自
白
神
宮
内
法
n『間同色
S
N
B副
司
師

同窓∞

r
同市
4
5
色・

0
n
o
g自
由
市
吉
田
E
A
5・
M
g
o
y
H
Y
M
N叫
・
な
お

こ
の
法
令
に
つ
い
て
は
回
2
5町
市
借
句
E
国内
H印
n
o
E四百唱。円曲目安
y

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
バ

P
建
築
工
の
運
動

内凶叩戸里町田剖
P
同－

a・
MM・
会
－

（4
〉

F
2
2
8
z
p
o同y

a
？
・
グ
デ
噂
・
留
品

E
o
g
J『・

（F
D
）
同
M

・】同司－

o
u
－
n戸時．、
H
V

・
H
A日
H
・

（6
）
開
・
伊
国
管
o
g曲目
P
戸市

g
oロ
s
s
m白骨

o
g耳
目
巾
叫
冊
神
田
市
回
忌
S
丘町田

由
角
】

n目
曲
－
巾
曲
冊
回
同
吋
同
阻
ロ
。
而
色
開

H∞
H印
町
W
H∞品∞
Ar

回

ω
o『σ
oロ白冊〉、

H由叩品、刷
M．凶悼
o．
ラ
プ
ル
ッ
ス
に
よ
る
と
下
請
制
と
は

タ
E
シ
ユ
官
シ

「
か
つ
て
労
働
者
で
為
っ
た
下
詩
人
が
総
請
負
人
と
工
事
の
あ
る
部
分

を
請
負
契
約
し
云
・
4
7
一
と
さ
れ
て
い
る
。

（7
）
冨
・

00σ
ダ

ω
g
a
g
z
s向島冊
4mHDH】

g
m毘

a
n印刷】即時国－
z
s
－

E
E
U
M
M－
N白血
u

邦
訳
E
‘
七

O
頁
。
下
請
制
は
建
築
業
ば
か
り
で
な

く
、
問
屋
制
家
内
工
業
に
お
い
て
も
存
し
た
様
で
あ
る
。
一
人
九
人
年

の－
d
E
R
a
g
R号
同
店
の
下
請
制
に
関
す
る
調
査
で
は
、
建
築

業
‘
絹
織
物
工
業
‘
石
炭
工
業
の
三
つ
の
相
場
合
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
o

m－
yuご
。
℃
・

n
F
－
匂
℃
・
区
品
｜
叩

（8
）
一
人
二
五
年
l
一
一
一
一
一
年
国
の
経
演
不
況
に
つ
い
て
は
回

E
E
7
8・

n
F
・
MMHM－
N
H
N
l
u

一
入
二
六
l
一
一
一
一
年
聞
に
葱
築
用
・
木
材
の
輸
入

は
半
減
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
o
F白
σ
g
g
g
p
。匂－

n
F
－
HM・出回・

（9
d
F
m〈回国田市匡ア

OHM
・n回同・・

MM
・
N合
U
】・岡田回
HHn・
0喝・

n
z・・

MMMM・

ミ
l
∞・



七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動

（
叩
）
と
い
っ
て
も

B
民
宵
夕
刊
回
一
昨
『
喜
『
巾
ロ

2
－
吋
の
用
語
の
変
化
だ
け
か
ら

考
え
る
事
は
勿
論
危
険
で
為
ろ
う
o
両
者
は
四
五
年
当
時
し
ば
し
ば
区

別
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
口
）
同
・
回
目
白
ロ
n
w
O℃－

n四件
J
M
M・司自・

（
ロ
）
当
時
パ
リ
の
パ
ン
代
は
一
キ
ロ
に
つ
き
約
三

O
サ
ン
チ
ー
ム
前
後
で

あ
り
、
文
一
日
の
平
均
消
費
量
は
一
人
当
り
玄

0
0グ
ラ
ム
と
さ
れ
て

い
る
。
戸
雪
国
回
目
2
ァ
。
同
y
n
F
－
HM匂－

N4∞
l
∞0
・

（
臼
）
凶
作
同
0
5ロ
w
告－

n
F
・
3
・
H
S
I
N
S－
十
九
世
紀
後
半
の
例

で
は
下
詩
人
の
下
で
働
く
労
働
者
は
げ
ぽ
し
ば
高
賃
金
を
え
て
い
る
場

合
が
あ
る
が
、
彼
等
の
仕
事
の
量
が
倍
加
し
て
い
る
事
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

Ha・
8
・
n
x
J
3・
E
H
1品

（
M
）
同
・
呂
田
口
P
O
H
M－
n
F
－
HM－
Z
・
〈
山
口
n
m
E
は
職
人
総
合
の
事
務

や
集
会
止
を
苛
ど
る
H
U
B
S山市司

nogHM目白川ロ
oロ
で
・
あ
る
。

（
日
）
同
州
・
』
O
B
P
D℃－

a
f
H
U
U－
H
E
1町
一
司
2

2
日々
p

c
℃・

n
x
・・

MM－日白
N・
り
oロ
品
目
ロ
タ

OHM－
nr・－同
Y
H∞
ω

（
叩
山
）
〉
・
。
ロ
ぐ
回
目
回
目
ア

C
ロ日。ロ円ロ同－

qozぐ同町冊円
H

F
・kp
仲間】同市同（］【∞人目。

ザ
シ
苧

4
カ

l
m
s
・
巴
由
品
匂

HU・M
g・
ま
た
ジ
ョ
ラ
シ
に
よ
る
と
労
働
組
合
が
結
成

さ
れ
る
時
下
請
人
は
1
厳
し
く
排
除
さ
れ
た
L

と
い
ラ
。
河
－

MOSEw

n司・

n
x－
w
H
Y
H∞∞・

（
口
）
同
・
恩
田
口
nuCHM－
口
町
・
切
唱
－

mNU

結

論

一一一一

（
四
）
同
z
p
u
円

M
H
Y
B
1
ω
・

（
刊
日
）
同
g
a－－同省－

H
I
N－

（
初
）
・
H
，R
i－－0
・

nロ
三
宮
市
円
な
る
業
者
は
四
五
年
入
月
の
裁
判
に
お
い

て
、
か
つ
て
コ
シ
パ
ニ
ョ
ン
で
あ
っ
た
事
を
証
言
し
て
い
る
。
同
E
a－－

間以－

E
H
h
F
2
2
gミ
・
者
－

a

f

3
・
N
8
1
ι
g仲間間・

（
紅
）
の
・
4
司町ロア

Tw
司
g
ロ円四回
O
ロ
曲
目
白
冨

D
E
E庄市
noロ
師
長
ロ
広
O
ロー

ロ冊目－
o
（同∞
EilH∞
A
8
・
H也
HM・目
u
－
H回目”

n苦
・
マ
ル
タ
シ
・
ナ
ド

ー
に
は
戸
内
出
回

B
b自
己
円
目
白
色
巾

F
b
S
R己
w
曲目
n
z
u
m
R窓
口

B
同
窓
口

Q
R
U
W
H
D
N印
）
な
る
著
書
が
あ
る
。

（辺）

FbDロ明，
SHng巾
ア
《
UC曲目由民
Oロ
島
市
印
。
ロ
4
円四虫、印円四回国円
HMmロ広市岡・白

G
2
5回
目
色
白
回
開
g
g
B
U
Z
P
H∞品目）也

HMHV－
同
窓
1
D
回
口
ほ
え

の
見
解
は
四
八
年
八
月
三
十
日
の
議
会
で
の
演
説
、
凶
｝
岡
山
叩
混
の
そ
れ

は
彼
の
著

A
戸
田
早
。
匂
円
E
b
V
（
一
八
四
人
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

一
示
さ
れ
て
い
る
。
河
・
同
出
可
・

8
・
nロ－
H
V

目以－

H
U
∞
iuu
の・

MNS回同弘司

G
M
y
n
x・・

HY
∞O
凶・

〈
お
）
阿
川
－

TMご

8
・門店－

b
・
区
0
・
彼
に
よ
る
と
下
請
制
は
「
労
働
者
階

級
の
最
も
有
能
な
人
々
の
発
展
を
助
け
る
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
四

0
年
代
の
下
請
制
擁
護
論
と
同
種
の
も
の
が
、
と
こ
に
見
出
さ
れ
る
。
凡

ヴ
ア
ッ
ス
1
ル
も
彼
と
同
時
代
の
経
済
学
者
で
あ
り
、
あ
る
い
は
下
請

制
の
維
持
に
賛
成
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

建
築
工
の
運
動
に
つ
い
て
の
諸
問
題
が
以
上
で
す
べ
て
言
い
つ
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
と
り
わ
け
請
負
制
度
の
実
態
に
つ
い
て
の



様
に
、
な
お
解
明
さ
る
べ
き
点
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
が
、

一
応
の
ま
と
め
と
し
て
次
の
二
点
を
あ
げ
る
事
に
よ
り
本
稿
の
結
論
と
し
た
い
と

国川

γ
コ。（→ 

パ
リ
の
建
築
工
を
柄
躍
せ
し
め
た
第
一
の
条
件
と
し
て
、
大
工
事
に
お
け
る
大
多
数
の
労
働
者
の
集
中
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
関
す
る
限
り
で
は
、
彼
等
は
他
の
古
い
手
工
業
的
職
種
よ
り
も
か
し
ろ
工
場
労
働
者
の
方
に
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
こ
の

時
期
に
特
徴
的
な
事
と
し
て
、
彼
等
の
運
動
と
鉄
道
建
設
と
の
関
係
が
浅
か
ら
ぬ
事
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
第
二
に
、
限
ら
れ
た
範
囲
内
に
お

い
て
で
は
あ
る
が
彼
等
の
連
帯
意
識
を
維
持
し
、
団
体
行
動
を
容
易
な
ら
し
め
た
も
の
と
し
て
、
職
人
組
合
の
存
在
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

で
ゐ
ろ
う
。
第
三
に
は
、
ス
ウ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
下
請
制
に
対
す
る
抵
抗
が
彼
等
の
運
動
の
一
側
面
を
な
し
て
い
る
事

で
、
こ
れ
は
建
築
工
の
運
動
の
基
本
的
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
ア
ン
リ
・
セ
！
の
い
う
様
に
、
確
か
に
彼
等
は
産
業
革
命
の
結

果
す
る
「
変
革
に
最
も
影
響
さ
れ
な
い
労
働
者
」
の
一
群
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
事
は
彼
等
が
資
本
の
支
配
を
受
け
る
事
が
よ
り
少
な
か
っ

た
事
を
決
し
て
意
味
し
な
い
。
我
々
は
、
下
請
制
が
ま
だ
手
工
業
的
熟
練
の
基
礎
の
上
に
立
つ
当
時
の
建
築
業
に
お
い
て
、
最
も
ひ
ど
い
資
本

主
義
的
搾
取
形
態
で
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

他
方
彼
等
の
運
動
は
次
の
諸
点
で
近
代
的
労
働
運
動
と
は
峻
別
さ
る
べ
き
限
界
を
も
っ
て
い
た
。
第
一
に
彼
等
の
団
体
意
識
は
そ
の
中

心
的
組
織
で
あ
る
職
人
組
合
に
み
ら
れ
る
様
に
、
極
め
て
排
他
的
な
ギ
ル
ド
的
性
格
を
濃
厚
に
帯
び
て
い
た
o

こ
の
事
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

と
し
て
の
階
級
意
識
の
形
成
を
阻
止
す
る
一
大
要
因
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
彼
等
の
聞
に
は
、
未
だ
小
生
産
者
的
意
識
を
残
存
せ
し

め
る
諸
条
件
が
一
掃
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
雇
主
に
な
れ
る
と
い
う
幻
想
の
存
在
を
許
す
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
彼
等
に
特
有
な

地
方
か
ら
の
出
稼
職
人
と
土
地
と
の
関
連
も
、
決
し
て
薄
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

七
月
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
士
の
運
動

一一
一一一
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Le mouvement des ouvriers du hatiment de Paris sous 

la Monarchie de Juillet-notemment sur leur demande 

Ia suppression du marchandage-

Par N. Ide 

Comme l'indiquent H. See, J. Montreuil et le reste, ce sont les 

ouvriers de la petite industrie (les compagnons proprement dits) qui 

jouent le principal role dans le mouvement ouvrier en France jusqu'a 



-5-

1848; ce qui est, sans doute, etroitement lie avec la structure indus
trielle en ce temps. 

Parmi eux, un des groupes qui meritent d'etre observe comme 

les plus remuantes, sont les ouvriers du batiment de Paris. Ils ont, 

le plus souvent grace au compagnonnage, vieille organisation ouvri

ere, pousse la lutte pour l'augmentation du salaire, reduction de la 

journee de travail (par exemple la journee de 10 heures). De plus, 

c'est un des aspects plus caracteristiques de leur mouvement que 

depuis la revolution de 1830, ils continuaient a protester avec perse

verance le marchandage, c'est-a-dire, une sorte de sweating system 

existant surtout clans l'industrie du batiment, 

]'entends, clans cet article, examiner les conditions sous lesquel

les ils se rendent a l'action, en placant le point capital a cette 

protestation. 
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